




A Study of the Self-Images of Play Therapists 
-A Comparison between Experts and Beginners一




























































S D 主主 ケ J レ 初心者群
川あかるい一一〈 ら レ、 一 .84
(2)理性的一一感情 的 一 .58
(3)積極 的一一消極的 - .37 
(4 )社交的一一 社交的でなv、 一 .16
(5)攻撃的ー『防衛的 + .79 
(6)謙そん左一一高慢 な 一 .47
(7)病弱 なー健康 な +1.05 
(8)調和する一一不調和な 一 .89
(9)複雑な ・ー単純左 一 .26
(10)勇敢 な一一臆病な + .11 
(1)かた いーーやわらかい 一 .1 1 
(12)信じやすいーー 疑い深い 一 .32
(1司興奮しやす一一 落ち着いて
い いる + .47 
04)正直念一一不正直な -1. 00 
。5)きびしい一一寛大な + .26 
同未熟左一 成熟した 一 .05
(1司競争的一一協力的 +]. 11 
同用心深いーー軽率な -1.11 
(19)あたたかいーーつめたい 一 .74




















































































































-2-1 0+1+2 計 平均値
初心者群 o 3 3 13 2 21 .67 




初心者群 1 2 4 10 4 






初心者群 o 0 1 7 13 1. 57 




初心者群 o 2 4 12 3 







初心者群 06 4 92 







熟練者群 o 1 6 12 1 
0 
.65 






初心者群 o 3 4 12 2 






初心者群 o 2 1 14 4 






初心者群 o 0 1 17 3 1.10 
熟練者群 o 1 4 10 5 .95 
側 クライエントの何気ない動きが妙に気になる。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 o 1 3 12 5 






初心者群 o 6 7 7 1 












初心者群 1 2 7 9 2 .43 

























初心者群 1 6 5 7 2 .19 
熟練者群 o 1 10 7 2 .55 
(18) セラピーの中で自己嫌悪を感じることがある。
-2-1 0+1+2 平均値
初心者群 2 4 582 





初心者群 1 3 4 10 3 












-2 -1 0 + 1 + 2 
初心者群 o 2 2 13 4 





-2 -1 0 + 1 + 2 平均値






初心者群 2 4 1 11 3 




-2 -1 0 + 1 + 2 平均値






初心者群 1 7 661 




-2-1 0+1十 2 平均値
初心者群 o 0 9 12 0 





初心者群 o 4 3 1 3 
熟練者群 o 0 2 13 5 
62 
1.15 










-2-1 0十 1+ 2 平均値
初心者群 1 8 6 6 0 





初心者群 o 2 8 10 1 









(1)， (2)， (3)， (4)， (5)， (6)， (7)， (8)， (9)， (10)， (1)， (12)， 













































くあてはまるJ 1名 「やゃあてはまるJ 7名に対し，「全
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1. 1n this paper the authors investigate the differences that the length of career will bring in the self.images play 
therapists hold of themselves， the attitudes and feelings they take toward their clients， and the idea they have 
about play therapy itself 
2. The subjects were selected so as to form two groups : the group of 20 experts who have been working as play 
therapists more than three years and the group of 21 beginners whose therapist career is less three years 
3. 1n answering a questionnaire the subjects were asked to give measurement to their own image as a play 
therapist， and also to estimate the experiences they had while applying therapeutic treatment 
The measurement of their self.image was made in 7・gradeevaluation by SD.Method (20 pairs of adjectives 
concerning character， personality， body images， etc. ) And the estimation on personal experiences were put in 5・
grade evaluation in an inventory of 30 items concerning their personal experiences in therapy work 
4. The results obtained show litle difference in statistics between the expert group and the beginner group. To 
mention one particular point， however， the two groups are in direct opposition in Item 16 ('immature'.'mature'). 
This is perhaps due to the difference in age and in the length of therapist career 
5. 1n the second part that concerns therapists' personal experiences， itwas only in Item 6 (・canunderstand well the 
workings of the c1ient's mind')that was found significant difference at the .05 level. This also is due to the longer 






















































川 クライエントの気持ちを ζ ちらにひきつけたいと
思う気持ちがある。
一2 -1 0 +1 +2 
全く
ちがう
官官 どちらでも やや 全〈よく
ちがう ない あてはまる あてはまる
(21 自分がクライエントにどう思われているか気がか
りになる。
-2 。 +1 -.2 
ト一一一一一!
(3) クライエントの表情、動作、笑いなどが気rcなる。
-2 -，-1 。 +1 +2 
(4 ) 診断的な分析の巨をもってクライエントをみる乙
とがある。
-2 白 +1 +2 
(5) クライエント 1 :対して自分が治筆者である ζ とを
意識している。
一2 -1 。 +1 +2 
(6) クライエントの心理的な動きがよくわかる。
-2 +1 。 +2 -1 
(7) クライエン卜の話し方の謂子やうなずき方1:相手
の気持ちの重力きを感じる。




-2 。ー1 +1 +2 
(91 クライエントの ζ とばのニュアン スに深い意味を
感じる Eとがある。
-2 。 +1 +2 
(8 ) 
丹F.日野 :セラピストのイメージ -237-
1曲 テライヱン トの何気ない動告が妙に気になる。 側 セラピ一時聞が楽 し〈 感 じられる。
-2 。 +1 +2 -2 。 +1 +2 
全〈 やや どちらでも やや 全くよ〈 全〈 やや どちらでも やや 全くよ〈
ちがう ちがう ない あてはまる あてはまる ちがう ちがう ない あてはまる あてはまる
(1) クライエントの気持ちが自分の ζ とのよう K感じ 担l セラ ピーの都度相手の服量産や態度IC気づく ζ とが
られる。 ある。
-2 。 +1 +2 -2 +1 +2 
121 感情的lζつまされすぎないよう K自衛lしてい る。 (21 タライ エントICは好き になれないと ζ ろがある。
-2 -1 。 +1 +2 -2 。 +1 +2 
(13) セラピストとしての限界を感じる。 1231 今日はセラピーをしたくないと感じる日がある。
-2 。 +1 +2 -2 -1 。 +1 +2 
04 セラピーが終了してぐったりした疲労を感じる。 124 クライ:1:./ト IC対して腹立たしく思う乙と があ る。
一2 -1 。 +1 +2 -2 。 +1 +2 
自国 セラピ一時以外でクライエン トの 日常IC思いをは tlaI セラピーのあと自分な りの満足感がある。
せる ζ とがある。 -2 。 +1 +2 
-2 -1 。 +1 +2 
12日 夕ライエ ントiζ 自分はTかれてい ると思 う。
。司 セラピーを投げ出したくなる ζ とがある。 -2 。 +1 +2 
-2 。 +1 +2 
121 自分の性絡に応じた セラピーを していると恩う。
。司 クライヱン トK対して自分をいつわらずに出して -2 -1 。 +1 +2 
も、る。
ー2 +1 +2 哩且 ζ のクライヱントとのセラピーは自分を変えると
恩う。
同 セラピーの中で自己嫌惑を感 じる Eとがある。 -2 。 +1 +2 
2ー ー1 。 +1 +2 
E司 自分の手IC負えないクライエン トだと思う。
州 タライエン トKは鰻初か ら好意を感 じている。 -2 。 +1 +2 
-2 。 +1 +2 
仰) 自分はクライヱント IC必要な人悶だと思う。
-2 。 +1 +2 
(9 ) 
